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No.2 Ｓ／Ｃ脚部補強の打設試験 ～ 試験概要 

作業フロア 
（原子炉建屋1階を想定） 

模擬干渉物（グレーチング２段） 

模擬サプレッションチェンバ 

模擬トーラス室 

打設試験の主な内容 

・実機同等の装置類を用いて打設ホース設定・回収の作業性を確認する 

・実際に補強材を打設してS/Cの支持に必要な打ち上がりが得られることを確認する。 

・モニタリング装置による補強材と滞留水のレベル監視の有効性を確認する。 

打設装置 

補強材流動状況 

打設ホース 
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No.3 

【発電所構内】     【R/B近傍】 【R/B 大物搬入口周辺】 【R/B 1階】 

中継ポンプ 打設装置 
※枠内を1単位とし

て、打設装置の基
数分だけ用意する 

(15㎥/h) 

(15㎥/h) 

(30㎥/h) 

(4B) 

(4B) 

(6B) 

(4B) 
約200m (4B) 

ミキサ・アジテータ 
圧送ポンプA 

ミキサ・アジテータ 
圧送ポンプB 

トーラス室 

サイロB1/B2 

サイロA1/A2 補
強
材 

供
給
基
地 

中継ポンプ 

打設装置 ミキサ・アジテータ 
圧送ポンプA 

模擬トーラス室 

ミキサ・アジテータ 
圧送ポンプB 

補
強
材
置
場 

実
機
工
事 

クレーンにより投入する ＊3 

*1 

*1 

フレコンバッグ 
で供給 

(6B/4B) 
約200m 

(4B) 
約110m 

バッチャープラント 

(30㎥/h) 

(15㎥/h) 

(15㎥/h) *3 
スクリューフィーダ
は一般工事で実績
があるため、実規
模試験では省略す
る。 

(4B) 

(6B/4B) 
約60m 

(6B) 

(4B) 

(4B) 

打設装置 作業フロア 

模擬トーラス室 

約
1

5
m

 

*1 
ミキサへの供給は
スクリューフィーダ
で行う。 

中継ポンプ 

打設装置 

作業フロア 

水槽 

ミキサ・ 
アジテータ 
圧送ポンプ 

クレーン 

*2 
最大圧送可能距離 
を示す。 

*2 *2 

試験装置の構成 

実
規
模
試
験(

打
設
試
験) 
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No.4 

現在地 
（会議室） 

遠隔監視室 
(研究室5) 

試験場 
（作業フロア） 

バッチャープラント 
（西側ヤード） 

試験場レイアウト 

※西側ヤードのバッチャープラント配置は図の限りではない 


